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◇
学

会

彙

報

▼
講
義
題
目

昭
和
44
年
度
第

一
学
期

(大
学
院
)
国
語
学
特
研

(訓
点
資
料
読
解
)

(大
学
院

学

部
)

全

演
習

(万
葉
集
巻
三
讐
喩
歌
)

(

全

)

全

特
講

(近
代
の
文
法
論
)

春
日

教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

(
学

部

)

全

講
義

(
概
論
-

文
字

お
よ

び

正
書

法

の
問

題

)

(大
学
院
)
国
文
学
特
研

(圏
外
文
学
の
研
究
)

大
学
院

学

部

大
学
院
学
部

大
学
院

学

部
全

)

学

部

大
学
院)

学

部)

学

部

▼
講
義
題
目

大
学
院

学

部

大
学
院

学

部

大
学
院

学

部

大
学
院)

全
学

部))

学

部

全

演
習

(談
義
本
)

全

講
義

(近
世
文
学
史
)

全

講
読

(雨
月
物
語
)

国
文
学
特
研

(古
代
歌
論
史
)

全

特
講

(平
安
女
流
文
学
の
基
盤
)

全

演
習

(源
氏
物
語
、
末
摘
花
)

全

講
義

(近
代
作
家
論
)

国
語
学
特
講

(上
代
仮
名
と
音
韻
)

昭
和
44
年
度
第
二
学
期

国
語
学
特
研

(訓
点
資
料
読
解
)

全全全全全全

演
習
特
講
講
義
演
習
特
講
講
義

(
万
葉

集
巻

三

)

(
近
代

の
文

法
論

)

(
概
論
ー

音
韻

に

つ

い
て

)

(
近
世

語
丹
波

与
作

冥
途

の
飛

脚

)

(
国
語

ア
ク

セ

ン
ト

の
研

究

〉

(
国
語

史
近

代
語

の
歴
史

)

春
日

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

今
井
助
教
授

今
井
助
教
授

今
井
助
教
授

重
松

教
授

森
山
助
教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

奥
村
助
教
授

奥
村
助
教
授

奥
村
助
教
授

(大

学
院

)

全

 

大
学
院

学

部

(
学

部

)

(大

学
院

)

大
学
院

学

部

(
学

部

)

大
学
院

学

部
)))

 

(
学

部

)

(
学

部

)
国
文
学
特
研

全 全 全 全 全 全

演
習
講
義
演
習
特
研
演
習
講
義

国
文
学
講
義

国
語
学
特
講

国
文
学
臨
講

(
圏
外

文
学

の
研
究

)

(
談
義

本

)

(
近

世
小
説

史

)

(
好
色

一
代

男

)

(
伝
記

研

究

の
諸

問
題

)

(
源
氏

物
語

、
帯

木

)

(
紫
式

部

の
伝
記

)

(
夏

目
漱

石
作
品

研
究

)

(
上

代
仮
名

と
音

韻

)

(
連

歌
史

の
諸
問

題

)

愛
知

県
立

大
学

▼
講
義

題
目

昭
和

45
年
度
第

一
学
期

(大
学
院
)
国
語
学
特
研

(大
学
院

学

部
)

全

演
習

(

全

)

全

特
講

(学

部
)

全

(

)

全

(

全

)

全

特
講

(学

部
)

全

講
義

(大
学
院
)
国
文
学
特
研

(

全

)

全

演
習

(

)

全
講
義

(学

部
)

全

演
習

(大
学
院
)

全

特
研

(大
学
院

学

部
)

全

演
習

大
学
院

学

部

大
学
院

学

部

講
義
演
習

(古

訓
点
読
解

〔
内
典

〕

)

(
万
葉

集

四
巻

)

(
文
法

論

の
諸
問

題

)

(概

論
ー

文
字

お
よ

び
仮
名

遣

い
)

(近

世
語
丹

波
与

作
冥

途

の
飛

脚

」

(方

言
研

究

)

(近

代
語

史

)

(文
壇

の
構

成

)

(蕪
村

七
部

集

)

(近

世
歌
論

史

)

(
好
色

一
代
男

)

(伝
記

研

究

の
諸

問
題

)

(
源
氏

物
語

、
帯

木

)

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

今
井
助
教
授

今
井
助
教
授

今
井
助
教
授

重
松

教
授

森
山
助
教
授

島
津
助
教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

春
日

教
授

う春
日

教
授

奥
村
助
教
授

奥
村
助
教
授

奥
村
助
教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

中
村

教
授

今
井
助
教
授

今
井
助
教
授
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(学

部
)

全

講
義

(紫
式
部
の
伝
記
)

(

全

)
国
語
学
特
講
(万
葉
集
の
訓
訪
)福
岡
女
子
大
学
鶴

教
授

▼
昭
和
44
年
度
卒
業
論
文
題
目

学
部
谷
崎
文
学
に
お
け
る
恋
愛
に
つ
い
て

源
氏
物
語

「も
の
の
ま
ぎ
れ
」
考

室
生
犀
星
の
研
究

芥
川
龍
之
介

「地
獄
変
」
に
つ
い
て

夏
目
漱
石

「道
草
」
論

南
総
里
見
八
犬
伝
の
研
究

西
鶴
の
俳
譜

〔雑
録
〕

石
川
淳
研
究

大
学
院

近
世
初
期
小
説
の
発
想
法
の
展
開

馬
内
侍
集
研
究

▼
九
大
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

研
究
発
表

今
井
助
教
授

前
田

玲
子

秋
武

洋
子

加
藤

憲
江

壁
屋

憲
人

亀
井

正
明

平
山

浩

山
内
百
合
子

渡
辺

啓
子

若
木

太

一

福
井

迫
子

昭
和

44
年

6
月

1

日

於
志

賀
島

町
国

民
宿

舎

し
か

の
し
ま
苑

国
語
的
表
現

の
変
遷
ー
助
詞
「と
て
」
の
用
法

の
種

々
相
か
ら
ー
添

田
建

治
郎

狭

衣
物

語

の
和

歌

に

つ

い
て

「
西
鶴

名
残

の
友

」

の
挿

絵

に

つ

い
て

日
本

書
記

私
記

の
諸

問
題

平
治

物

語
諸
本

研

究
上

の
基
礎

的

一

・
二

の
問

題

源

氏
物

語

に
お
け

る
予
言

を

め
ぐ

っ
て

南

九
州

方
言

に
痕
跡

を
残
す

二

・
三

の
語

の
系
統

森
下

純
昭

若
木

太

一

福
田

益
和

笠

栄
治

徳
満

澄
雄

秋
田

義
昭

法
華
百
座
聞
書
抄
に
お
け
る
文
体
の
問
題

福
田
良
輔
先
生
へ
肖
像
写
真
贈
呈

▼
九
大
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表

昭
和
45
年
6
月
7
日

於
志
賀
島
町
国
民
宿
舎
し
か
の
し
ま
苑

研
究
発
表

堤
中
納
言
兼
輔
論

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
仮
名
音
注
の
性
格

「羅
生
門
」
の
改
変

義
仲
像
の
虚
実
を
め
ぐ
つ
て

給
黎
と
姶
羅
に
つ
い
て

「
春

さ
れ

ば
」

万
葉
集

巻

十

「春

之
在

者
」

を

め
ぐ

つ
て

国
語
音
韻
史
料
と
し
て
の
平
曲
譜
本

春
日

和
男

工
藤

重
矩

田
尻

英
三

海
老
井
英
次

笠

栄
治

秋
田

義
昭

鶴

久

奥
村

三
雄

▼
十
九
回

西

日
本
国

語
国

文
学

会

昭
和

44
年

9
月

21

・
22

日

於

研

究
発
表

(本

会
会

員
関

係

の
み

)

馬
内
侍

集

に

お
け
る
編
纂

意

識

の
特
質

西
鶴

の

「大

笑

ひ
」

に

つ

い
て

『
西
華

集
』

に

つ
い
て

古
本

説

話
集

の
接

続

詞

に

つ
い
て

老

の
文

学

と
し

て

の
徒

然
草

薩

隅
方

言

に
お
け

る
砂

・
土

・
石
に

つ
い
て
の

一
考

察

中

世

に
お
け

る
表
記

の
問
題

「
か

が
や
く

日

の
宮

」

の
巻

を

め
ぐ

つ
て

公
開

講
演

九

州

の
島

々

の
方

言

に

つ

い
て

熊
本
女
子
大
学

福
井

迫
子

井
上

敏
幸

石
川

八
朗

山
口

康
子

佐
々
木
雄
爾

秋
田

義
昭

平
井

秀
文

伊
藤

博

上
村

孝
二
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▼
新

入
会
員

歓
迎

会

昭
和

45
年

2
月

7
日

本
年

度
進

学
生

一
六
名

を

迎
え
、

鹿
鳴
春

で
歓

迎
会

を
挙

行
。

▼
会

員

消
息

薦

塚
民

弥
氏

(
昭
和

二
十

八
年

卒
業

)
は
、
去

る
四

十
五

年

二
月

一
日

逝
去

さ

れ
ま
し

た
。
衷

心

よ
り
御

冥
福

を

お
祈

り
申

し
上

げ
ま
す
。

▼
新
刊
案

内

灘

鵠

記
念
論
文
集

昭

和

四
十
三

年
九

州
大

学
を

退
官

さ

れ
た
、
福

岡
良

輔

教
授

の
長
年

の

功
労

と
学

恩

へ
の
感

謝

の
微
意

を
表
す

べ
く
、
先

生

の
薫

陶
を
蒙

っ
た
方

が

た
を
中

心

に
編
集

、
出

版

さ
れ

た
も

の
。

先

生

の
学
風

を
反

映
し

、
語

学

、
文

学

に
わ
た

る
論
考

二
十

八
篇

が
上

代

か
ら
近

代
ま

で
、

概

ね
時

代

順

に
排
列

さ

れ

て

い
る
。

内
容

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

目

次

献

辞

福

田
良

輔
教
授

略

年
譜

・
研
究

著
作

目
録

上
代
特

殊
仮

名

の
音
位

と
音

価

上
代

日
本

文
献

に
見

え
る
漢

字

「
叱
」

に

つ
い
て

ー

朝
鮮

系
音

仮
名

を

さ
ぐ
り

つ

つ
「

上

代

ウ
列
表

記

の
変
遷

に

つ
い
て

ー

そ

の
後

母
音
性

の
検

討
-

額

田

姫
王
覚
書

人
麿
短

歌

の

一
様

式

=

「
名

ぐ

は
し
き

」
(三

〇
三

)
の
歌
を
中

心

と
し

て
ー

万

葉
調

続
　

万

葉
集

に
お
け

る
正
訓

文
字

の
訓
法

真
武

直

藤
井
茂
利

森
山

隆

吉
永

登

中
原
勇
夫

瀬
古

確

1

念

・
思

に

つ

い
て
ー

「
日
本

霊
異

記
」

の
訓

釈

に

つ
い
て

ー

訓
読

と

の
関
係

を

め
ぐ

っ
て
=

興
福
寺

日
本

霊
異
記

に
見
え

る
「
徴

」字

の
訓
釈

に

つ

い
て

源
氏
物

語
和

歌
対

隅
考

仲

文
集

試
論

改
編
本
系

類

聚
名
義

抄

の
成

立
時
期

に

つ
い
て

副
詞

の
語
性

と
今
昔

物

語
集

の
A

D
V
型

万
葉
語

と
万

葉
調

ー
新

古
今

歌
風

形
成

の
問
題

と
し

て
ー

「
絵
詞

平
治

」

(塩

釜
神

社
蔵

本

)
に

つ
い
て

中

世

の
注
釈
書

に
お
け

る
推
量

語

の
把

握

ー

古
今

秘

註
抄
を

中
心

に
1

徒

然
草

に

お
け
る

「
文

芸
」

1
中

世

の
価
値

観

と

の
関

連

に
お

い
て
「

『松

陰
中

納

言
物
語

』

の
成

立

お
伽

・
お
伽
衆

小
考

「
に
」

と

「
へ
」

の
混

用

ー

近
世
初

頭
九

州
関

係
資

料

の
場

合
口
=

真

野
長
幸

略
傅

な

り

ひ
ら

一
代

記

・
河
内
通

・
業
平
昔

物
語

の
関
連

『本

朝

文
選
』

に

つ
い
て

の

一
二

の
問

題

虚
実

皮
膜

論

の
再
検

討

西
鶴

・
西
海

両
吟
歌

仙
評
釈

ー
志

賀
島

の
想

い
出

に
よ

せ

て
1

杢
太

郎
文

学

の

一
問

題

鶴

久

遠
藤
嘉
基

春
日
和
男

目

加

田
さ
く

を

今
井
源
衛

築
島

裕

原

栄

一

島
津
忠
夫

笠

栄
治

佐
田
智
明

井
手
恒
雄

中
村
忠
行

松
田

修

原
口

裕

野
間
光
辰

横
山

正

大
内
初
夫

中
村
幸
彦

白
石
悌
三
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情
調
劇
の
方
法
に
つ
い
て
ー

鵬
琉
球
方
言
の
太
陽
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て

中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
に
保
存
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
非
派
生
的
長
母
音

後
記昭
和
四
十
四
年
十
月
三
十
日
発
行

編

集

兼

九
州
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

発

行

者

福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
事
業
会

印

刷

大
日
本
印
刷
株
式
会
社

〔非
売
品
〕

瀬

古

確
著

『
万
葉

風
物
誌

』

重
松
泰
雄

上
村
孝
二

村
山
七
郎

『
太
宰

府
園

の
歌
=

万
葉

の
国

筑
紫
ー

』

・
『
日
本

文
学

の
自

然
観

照
』

と
、

日
本

文
学

に
お
け

る
自

然

の
探
求

を
続
け

る
著

者

が
、
万

葉
集

の
風

物

・
相
聞

の
世

界

に
、
美
し

い
随
筆

風

の
筆
致

で
、
万
葉

の

「
み
や

び
」

の
諸

相
を

さ
ぐ

っ
た
も

の
。

著
者

は
病

臥
中

に
綴

っ
た
小

品
を

、

「肩

の

こ
ら

な

い
随

筆

に
よ

っ
て

、
少
し

で
も

万
葉

人

口
を

ふ
や
す

事

が

で
き

れ

ば

と
」

の
念

願

の
も

と
に
出

版
し

た
と
記

す
。
細
目

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

第

一
篇

万
葉

風
物

誌
ー

「
み
や
び

」

の
世
界
-

一
春

の
永

日

・
二
風

流

た
る
花

・
三

天

の
白
雲

・
四
垣

つ
柳

・
五

茜
さ

す
紫

草

・
六
古

を
恋
う

る
鳥

・
七
飛
鳥

風

・
八
歩

め
吾

が
駒

・
九
星

の

林

・
十

一
つ
松

・
±
白
真

弓

・
十
二
野

辺

の
秋

萩

・
十
三
山

の
黄
葉

・
十
四
野

に
立

つ
鹿

・
十
五
下
草

の
露

・
十
六
鳴

く
葦

鶴

・
十
七
雁

の
使

・
十
八
秋

の
長

夜

・

十
九
靡
く

玉
藻

・
二
十
大

雪

・
三
万

葉
集

に
於

け
る

風
物

の
群
落
ー

季

の
も

の

の
形
成

と

「
み
や
び

」

の
淵

源
ー

・
一三
古

今
集

よ
り

見

た
万

葉
集

の

風

物

第

二
篇

鄙
と
都
1

「
み
や

び
」

と
実
生

活
ー

一
束

路

の
歌

・
二
神
奈

川

の
万
葉

・
三
紀

路

の
歌

・
四
越
路

の
歌

・
五

筑
紫

路

の
歌

・
六
都

の
歌

・
七
秋

の
大
和

路

・
八
糟
湯

酒

と
水
葱

の
葵

ー

貧

富

の
生

活
1

・
九

妹

と
背

ー
相

聞

の
世
界
1

・
後

記

・
索
引

(
昭
和

45
年

5
月

教

育
出

版

セ

ン
タ

ー

一
二
○

○

)

高
知
女
子
大
学
紀
要

(高
知
女
子
大
学
)
17

近
代
文
学
研
究

(法
政
大
学
)
5

文
学
論
輯

(九
州
大
学
)
16

旧
本
文
学
研
究

(大
東
文
化
大
学
)
8

国
語
国
文
学
会
誌

(学
習
院
大
学
)
12

同
志
社
国
文
学

(同
志
社
大
学
)
4

説
林

(愛
知
学
立
大
学
)
17

国
文
学
研
究

(梅
光
女
学
院
大
学
)
4

高

知

大
学
学

術
研

究
報

告

17
i

5

・
10

・
12

九
州

文
化
史

研

究
所
紀

要

14

一
橋
論

叢

61
巻

2

～
6

・
62
巻

1
～

3

甲
南
国

文

(
甲
南

女
子

大
学

)

16

実
践

文
学

(
実
践

女

子
大
学

)
36

・

鹿

児
島

大
学

文
科

報
告

4

・
5

豊
臣

物
語
創

刊

号

(磯

野

英
子

)

帝

塚
山
学

院
大

学
研
究

論
集

3

中
世

文

芸

(
広
島

大
学

)
43

～
45

37

 

横
浜

国
立

大
学

人
文

紀
要

1
巻

14

2
巻

15

札
幌
大
学
教
養
部
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
1
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(注

1
)
以
下

「日
本
書
紀
私
記
甲
本

」
を

こ
う
略
称
す
る
。

(注

2
)
拙

稿

「
日
本
書
紀
私
記

(甲
本

)
に

つ
い
て

(大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

研

究
報
告
、
第

6
号

)

(注

3
)
太

田
晶
二
郎

「上
代

に
於
け

る
日
本
書

紀
講
究
」
(
本
邦
史
学
史
論
叢
上
巻

)

の
中
糀
ぺ
…
注
一
弘
仁
私
記
序
辮

、
謝
～
獅
ぺ
…
注
園
、
㈲

に
解

説
さ
れ
て

い
る
。

(注

4
)

(
注
3
)
同
書

。

謝
～
謝
ぺ

(注

5
.)
数
字

は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本

の
ペ
ー

ジ
数
。
以

下
同
じ
。

(注
6

〉
西
宮

一
民

「書

紀
古
訓
序
説
」

(皇

学
館
大
学
紀
要
三

)

〈国

語
学
論
説
資
料

臨
年
度
分

、
第

2
冊
分
〉

に
よ

る
。

(注

7
)

「平
安
時

代
語
新
論
」

(東
京
大
学
出

版
会

)
鵬

～
翔
ぺ
仮
名
字

体
表
。

(注
8

)
増
補
本
居

宣
長
全
集
第
二
、

脚
ぺ

(注
9

)
日
本
古
典

大
文
学
大
系

「
日
本
書
紀
」

上
禰
ぺ
頭
注

二

(注

10
)

(
注
3
)
同
書

踊

ぺ
注

一
四

(注
11

)
大
野
透

「
万
葉
仮
名

の
研
究
」

明
治
書

院
鰯
～
鰯

ぺ

(注
12

)

(
注
11
)
同
書

鰯
ぺ

(注
13

)
春
日
政
治

「聖
語

蔵
本
菩
薩

善
戒
経
点
」

1
ぺ

(
訓
点

語
と
訓
点
資
料
第

四
輯

吉
澤
義
則
博
士
追
悼

号
〉

-

「古
訓
点

の
研
究
」
所
収

「古
訓
雑
記
」

に
も
見

ゆ
。

(
注
14
)
大
坪
併
治

「訓
点

語
の
研
究
」
所
収
「
ア

・
ハ

・
ヤ

・
ワ

・
四
行

の
混

同
」
55
ぺ

(注

15
)
吉
田
金
彦

「天
理

図
書
館

蔵
韻
字
集

(詩
苑
韻
集

)
和

訓

一
覧
」

(訓
点
語

と
訓
点
資
料

20
輯

)

(注

16
)
藤

堂
明
保

「漢
字

の
語

源
研
究
)

(学
燈
社

)
聯
ぺ

(注

17
)

(注
14

)
同
書

、
50
～
5ー

ペ

(注

18
)
築
島

裕

「興
福
寺
本
大
慈
恩
寺

三
蔵
法

師
伝
古
点

の
国
語
学
的

研
究
、
研
究

篇

」
鵬

ぺ

(注

19

)

(
注

14
〉
同
書

64

ぺ

(注
20

)
日
本
古
典

文
学
大
系

「日
本
書
紀
」
上

謝
ぺ
頭
注
二

(注
21

)

(注

20
)
同
書

、
34

・
35
ぺ
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▼

受

贈

図

書

43
年

7
月

～
45
年

3
月

東

予

の
文

学
碑

-

続

字
彙

補

在

在
詞

に
関

す

る
研

究

閑

吟
集

歌
句

総
索

引

花

山
院

の
生

涯

貞

門
俳

譜
自

註
百

韻
ー

翻
刻

と

研
究
ー

逐

次
刑

行
物

目
録

昭

41
年
版

訓
点

語

と
訓

点
資

料

38

・
39

(前
号
よ
り
の
続
き
)

愛
媛
国
語
国
文
学
会

中
村

幸
彦

春
日

和
男

山
崎

賢
ゴ

今
井

源
衛

深
沢

和
男

国
立
国
会
図
書
館

訓
点
語
学
会

斯
道
文
庫
論
集
第
6
・
7
輯

定
本
室
積
祖
春
句
集

近
代
日
本
文
章
史

淀
劇
博
物
館
収
蔵
品
図
書
目
録
第
14
号

飛
鳥

・
白
鳳
古
瓦
展

高
梁
桿

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
目
録
28
～
30
号

漢
書
列
伝
竺
桃
抄

日
本
語
文
法
論

日
本
古
典
と
人
間

斯
道
文
庫

平
川

巴
竹

瀬
古

確

演
劇
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

浅
井

龍
勇

明
治
大
学
刑
事
博
物
館

尾
道
短
期
大
学
国
文
研
究
室

藤
井

専
蔵

土
田
県
治
郎



も
」
。
古
今

和
歌
六
帖

(
7
)
無

名

の
み
立

田
の
山
の
さ
ね
蔓
人

に
知

ら
れ
で

く
る
由
も

が
な
」
。

拾
遺
集

(
6

〉
な
き
名

の
み
た

つ
た

の
山

の
青

つ
.・
ら
又

く
る
ひ

と
も

見
え
ぬ
と

こ
ろ

に
」
等

の
用

い
方

に
よ
る
。

15
、

「左
大
将

」
も
固
有
名
詞

で
な
く
、
三
人
称
表

現
で
は
あ
る
が
、

こ
の
家
集

で
は
、
特
定
個
人
朝

光
を
さ
し

て

い
る
と
思

わ
れ
、

「男
」

「女
」

と
か

「
去

り
に
し
人
」
な

ど
の
表

現
と
は
、
意
識

の
上

で
自
ら
異

っ
て
い
る
と
見

ら
れ
る

の
で
、
そ
れ
ら

と
は
区
別

し
て
考
え
た
。

〈付
記

〉

本
稿

は
、
去
る
昭
和
四
十
四
年
九
月

二
十

一
日
西
日
本

国
語
国
文
学
会

に
於

て
発
表

し

た
草

稿
に
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。

建
禮
門
院
右
京
大
夫
集
校
本
及
び
総
索
引

威
宜
園
蔵
書
目
録

古
典
対
照
語
い
表

福
田
良
輔
教
援
退
宮
記
念
論
文
集

乾
い
た
空

善
本
写
真
集
30
～
33

近
世
文
芸
資
料
と
考
証
Ⅵ

密
田
教
授
退
宮
記
念
論
集

竹
馬
狂
吟
集

井
狩

正
司

杉
本

勲

宮
島

達
夫

同
教
援
退
宮
記
念
事
業
会

小
宮

隆
弘

天
理
図
書
館

棚
町

知
弥

同
事
業
会
編

木
村
三
四
吾

▼

受

贈

雑

誌

昭

和

44
年

1
月

～

12
月

白
路

24
巻

1

～
4

・
6

～
12

八
雲

29
巻

1

・
4

・
7
～
11

上
代

文

学
研

究
会

々
報

(
東
洋

大
学

)
19

文

芸
研

究

(東

北

大
学

)

60

・
61

・
62

肇
国

32
巻

1

・
6
～

8

国

文
学
論

叢

(
竜

谷
大
学

)
14

淑
徳

国
文

8

・
9

明
治

大
学

教
養

論
集

46

・
51

・
52

相
模

女
子

大
学

紀
要

31

・
32

城

(城

同
人
会

)
38

国

文
学
ー

言
語

と
文

芸
ー

(
東
京

教
育

大
学

)
61

・
65

文
学

論
藻

(東

洋
大

学

)
40

・
41

・
42

成
城

文
芸

(成

城
大

学

)
52

・
53

・
55

国
語

国
文

学

(
名
古

屋
大

学
国

語
国

文
学
会

)

23

・
24

国
文

学
=
解

釈

と
教
材

の
研
究
ー

(
学
燈

社

)

14
巻

2
～
15

国

語
国

文

(
京

都
大
学

)
37
巻

12

・
38
巻

1

～
11

語

文

(
日
本

大
学

)
31

文
芸

研
究

(
明
治

大
学

)
20

文
学
部

紀
要

(
中
京

大
学

)
3
巻

1

国

語

学

(東

京
大

学

)

75

・
76

・
77

国

語

と
国
文

学

(
東
京

大
学

)

46
巻

1
～

8

人
文

研
究

(
神
奈

川
大

学

)
40

・
41

・
42

人

文
学

研
究
所

報

(
神
奈

川
大

学

)
4

国

語
国

文
学

研
究

(
熊
本

大
学

)
4

萬
葉

(関

西
大

学

〉

70

・
71

能
楽

思
潮

50

・
51

・
52

・
53

演
劇

研
究

(
早

稲

田
大
学

)

3

学
苑

(
昭
和

女

子
大
学

)
鋼

～
謝

一72「



上
げ

ら

れ
る
場

合
口
、
そ
れ

は
、

日
本

人
を

消
極

的

、
復
古

的

、
保
守

的

に

す

る
た

め

の
教

材

で
あ

っ
て

は
な
ら

な

い
」

と
著

者
は

い

っ
て

い
る
。

今

日
ま

で
多

く
そ
う

で
あ

っ
た
し

、
教
育

を

受
け

る
側

に
と

っ
て

は
そ
れ
ゆ

え

に
面
白

か
ら

ぬ
も

の

で
あ
り

が
ち

だ

っ
た
徒

然
草

学
習

に
、

今

昭

の
若

い
者

の
批

判
を
導

入
す

る

形

に
お

い
て
活

発
な

論
議

が
起

さ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

著
者

は

さ
ら

に
、

「
こ
れ
は
今

後

の
日
本

文
芸

の
研
究

な
り
国

語

教

育

な
り

に
、

こ
う
あ

っ
て
欲

し

い
と

い
う

わ

た

し

の

マ

ニ
フ

ェ
ス
ト

で

あ

る
」

と

い
う
。

大

胆
、

率
直

な
批

判

で
あ

る
だ
け

に
、

著
者

の

い
う

と

お
り
、

今
後

い

っ
そ
う

論
争

が
盛

ん
と
な

り
、

そ

の
中

か
ら
真

理

が
見

い

だ

さ
れ
な

け

れ

ば
な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

(
昭
和

44
年

10
月

世
界
書

院

八

六

○
円

)

言

語
文

化

(
一
橋

大
学

〉

5

日
米

フ

ォ
ー
ラ

ム

(
米
国
大

使
館
広

報

文
化

局
出

版
部

)

15
巻

2

・
8

国

文
学

研
究

(早

稲

田
大
学

)

38
-

40

国

学
院

雑
誌

(
国

学
院

大
学

〉

69
巻

11

・
12

・
70
巻

1

～
9

有

明

工
業
高
等

専

門
学

校
紀
要

4

古

典

と
近
代

文
学

(
有

精
堂

)
4

・
5

東
横

国

文
学

(
東
横

学

園
女

子
短

大

)

1

岐
阜

県
方

言
地

図

(
岐
阜

国
語

学
研

究
会

々
誌

一
)
加
藤
毅

学
術

研
究

(早

稲

田
大
学

)

17

成
城

国

文
学
論

集

ー

コ
ロ

ニ
ア
文
学

7

・
8

・
9

女
子

大
国

文

(
京
都

女
子
大

学

)

52

・
53

国

語

国
文

研
究

(
北

海
道
大

学

)
41

・
42

野
州
国

文
学

(国

学
院

大
学

栃
木

短
大

)
2

・
3

愛

知

県
立
大

学

文
学
部

論
集

19

学

大
国

文

(
大
阪

教
育

大
学

)
12

大
阪

市
立
大

学

文
学
部

紀
要

人
文

研
究

20

・
6

金

沢
大

学
教

育
学

部
紀
要

17

龍
谷
大
学
論
集
螂

金
沢
大
学
法
文
論
集

(文
学
篇
)
16

鶴
見
女
子
大
学
紀
要
6

文
芸
と
思
想

(福
岡
女
子
大
学
)
32

清
泉
女
子
大
学
紀
要
16

琉
球
方
言

(琉
球
大
学
)
9

・
10
合
併
号

国
文

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
)
30

近
世
文
芸
稿

(広
島
大
学
)
15

薩
摩
路

(鹿
児
島
大
学
)
13

文
学
論
集

(佐
賀
大
学
)
10

田
唄
研
究

(広
島
女
子
大
学
)
11

日
本
文
学

(東
京
女
子
大
学
)
32

33

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
17

連
歌
俳
階
研
究

(俳
文
学
会
)
36

短
大
論
叢

(関
東
学
院
女
子
短
大
)
36

愛
知
大
学
国
文
学

(愛
知
大
学
)
10

国
文
鶴
見

(鶴
見
女
子
大
学
)
4

研
究
紀
要

(大
阪
大
学
医
療
技
術
短
大
)
1
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